
高次脳機能および認知面の評価～ツクイ社内 ver.認知関連行動アセスメントを基に～ 

・評価は誰が行っても良い評価です。 

・このフローチャートは CBA(認知関連行動アセスメント)を基に作成していますが、行動例やアプローチ例は当社オリジナルです。 

・フローチャートにしていますが、フローチャート面とは別の紙面に具体的な行動例も掲載していますので、ご参考の上に評価してください。 

・あくまで行動例やアプローチ例は目安です。目安を確認した上で、お客様の能力向上や低下の判断基準としてください。 

(問い合わせ先および行動例、アプローチ例作成者：デイ推進管理運営部 ST 芦田彩) 

＜重症度目安＞  

(上記重症度目安表引用元：森田秋子，日本言語聴覚士協会在宅系ｻｰﾋﾞｽにおける言語聴覚療法講習会資料より引用) 

重症度 特徴 関わり 

良好 
①十分に状況を認識し、思慮深く計画的に行動ができる 

②職業、地域生活を含めて、通常に行動する事ができる 

(③病前の状態に回復している) 

職業復帰 

地域社会活動 

趣味活動の実践 

軽度 
①概ね状況を理解しているが、高度な能力は低下 

②職業、高度な家事、趣味などに支障があるが 

他者との関係を築き、日常生活を危険なくおくれる 

ADL の維持・向上 

限られた範囲の社会生活 

役割を持つ 

中等度 
①自分の状態を大まかにわかっているが不正確で浅く、 

場面に応じて適切な判断が出来ない事が多い 

②身の回りの動作に常に見守り・誘導・介助を要する 

誘導にて ADL を実施 

何らかの役割 

家族の理解向上と支援 

重度 
①自分の状態をほとんどわかっておらず、適切な判断が 

できない 

②わずかに自分の意志や感情を表出する 

③身の回りの動作が自分ではできず、重度介助を要する 

快適な環境整備 

わずかな残存能力活用 

家族にとっての意味 

最重度 
①ほぼ全ての認知活動が失われている 

②ごくわずかな快・不快レベルの反応のみが認められる 

一層の環境整備 

家族・本人の快適性 

終末期への準備 



意識の評価ポイント 

① 眼が開いているかどうか 

② 声掛けなどの刺激に反応できるか 

③ 考える事や話す事に対する疲れやすさはどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：認知関連行動アセスメントより引用 

ぼんやりとする事は 

滅多にない 

①生活リズムが安定
している 

②考えたり話したり
する事に疲労を見せ
る事や反応の低下な
く十分にエネルギー
を持続できる 

良好 

ぼんやりとしている 

時がある 

①日中目が開いてい
るが、時折ぼんやり
としている 

②慣れた場面では疲
れを示さないが、新
規の場面(例：初対面
の人と話す)では反応
の低下を示す 

軽度 

①日中目が開いてい
るが、表情はぼんや
りとしている事が多
い 

②考えたり話たりす
ることに疲れやすく、
途中で明らかな反応
の低下を示す 

中等度  

①日中、傾眠傾向を
認める 

②考えたり話たりす
るとすぐに疲労を示
し、エネルギーを持
続できない 

重度 

日中刺激がないと常
に傾眠傾向である 

最重度 



 

段階 詳細 具体的な行動例 訓練内容 

良好 
①生活リズムが安定している 

②考えたり話したりする事に疲労を見

せる事や反応の低下なく十分にエネル

ギーを持続できる 

・眠剤等の内服がない、もしくは利用状況

が安定しており、1日を通してのリズムが

整っている 

・1日を通して室内外の活動に参加できる 

・地域の活動や施設内のレクリエーション等に

積極的に参加してもらう 

・施設内の軽作業を行ってもらい施設内で役割

をもってもらう 

・新しい料理に挑戦する等の新規な出来事を職

員から提供できるようにしていく等 

軽度 
①日中目が開いているが、時折ぼんや

りとしている 

②慣れた場面では疲れを示さないが、

新規の場面(例：初対面の人と話す)で

は反応の低下を示す 

・入浴後やレクリエーション等の比較的活

動量の多い活動後には明らかに休息が必要

であり、すぐに別の活動に参加する事がで

きない状態 

・本人と相談し、適切な休息が取れるように調

整する練習を行う。 

机上：慣れた課題や話題の他に 3回に 1回程度

は、いつもと異なる話題や課題を短時間行い、

疲労への耐久性をつけていく 

中等度 
①日中目が開いているが、表情はぼん

やりとしている事が多い 

②考えたり話たりすることに疲れやす

く、途中で明らかな反応の低下を示す 

・少人数での会話に最初は参加する事が出

来るが、途中から会話を見ている様子のみ

となることやぼんやりとする様子がみられ

る 

・他者からの働きかけがないと、半日程度

はぼんやりとしていられる 

・積極的に日常プログラムへの参加を促す。 

・少人数への会話の機会を増やす。対面の会話

の際は、なるべく常に聞かれる内容や話す内容

以外の話題に展開できるように配慮して練習

する 

重度 
①日中、傾眠傾向を認める 

②考えたり話たりするとすぐに疲労を

示し、エネルギーを持続できない 

・疲労しやすく、活動有無に関わらず座席

で傾眠する様子がある。 

・5～10 分程度の日常的な会話は可能だが、 

徐々にぼんやりする様子や会話の中断があ

る 

・食事や入浴等の生活に必要な活動に対しての

意識が保てるように歩行等を行い活動量の増

加を行っていく 

最重度 
日中刺激がないと常に傾眠傾向である ・活動開始全てに意識を保つための声かけ

や刺激が必要であり、刺激が中断すると傾

眠となる 

・立ち座りや移乗練習等、短い時間でも十分に

開眼や意識が必要な場面の練習を行い、練習時

の回数を増やせるように練習する 



感情の評価ポイント 

① 自発性はあるか 

② 喜怒哀楽はどの程度保たれているか 

③ 状況に合った感情抑制ができるかどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：認知関連行動アセスメントより引用 

新しい出来事に自ら 

参加ができる 

①普段の活動だけで
なく、新しい活動に
も積極的に取り組み、
意欲的である。 

②豊かな感情表出が
みられ、状況に合わ
せて感情を制御する
事ができる 

良好 

新しい出来事の参加に 

介入が必要 

①普段の活動は自ら
実行するが、新しい
活動には意欲的でな
い 

②固執・衝動・易
怒・抑うつ・依存・
退行傾向を軽度に認
める事がある 

軽度 

①日常的な活動に指
示や促しを要する事
がある 

②固執・衝動・易
怒・抑うつ・依存・
退行傾向を認める 

中等度  

①日常的な活動を自
ら開始せず、促して
も行わない事がある 

②固執・衝動・易
怒・抑うつ・依存・
退行傾向を強く認め
る 

重度 

①何事にも意欲が乏
しく、身の回りの事
にも介助を要す 

②喜怒哀楽の感情表
出がほとんど見られ
ない、または快・不
快の反応表出のみ 

最重度 



段階 詳細 具体的な行動例 訓練内容 

良好 
①普段の活動だけでなく、新しい活動

にも積極的に取り組み意欲的である。 

②豊かな感情表出がみられ、状況に合

わせて感情を制御する事ができる 

・新しい活動に対し、その活動の内容に興

味を持った上で、参加の可否を決定できる 

・微笑みや嫌悪等の細やかな感情表現がで

き、不快な事があっても場面に合わせて表

情や行動に示す/示さないが出来る 

・地域の活動や施設内のレクリエーション等に

積極的に参加してもらう 

・最近起きた社会的出来事(ニュース等)につい

て意見交換をする等 

軽度 
①普段の活動は自ら実行するが、新し

い活動には意欲的でない 

②固執・衝動・易怒・抑うつ・依存・

退行傾向を軽度に認める事がある 

・新しい活動の参加には抵抗を示し詳細の

説明が必要 

・時折周りの状況等を考慮せずに、手順が

違う等の理由で怒る場面があるなど、コン

トロールが不十分な場面がみられる事が

ある 

・感情を示した直後等ではなく、本人が落ち着

いている場面で、なぜその感情になったのかの

理由を確認し、より良い行動はどうだったか等

を会話で確認していく。等 

中等度 
①日常的な活動に指示や促しを要する

事がある 

②固執・衝動・易怒・抑うつ・依存・

退行傾向を認める 

・新しい活動に対して、他者の促しが必ず

必要。 

・怒る・笑う・泣くなどの大まかな表現は

保たれているが、周囲の状況に合わない感

情表現を行うことがあり、他者の介入を必

要とする場面がある 

・ゆっくり書く練習や、少し考えて答える問題

など、少し我慢を必要とする練習を行う。 

・新聞や雑誌等の写真から、登場人物がどのよ

うに感じているか等を考えてもらう。等 

重度 
①日常的な活動を自ら開始せず、促し

ても行わない事がある 

②固執・衝動・易怒・抑うつ・依存・

退行傾向を強く認める 

・入浴や排泄等の自身に必要な事柄でも拒

否をする事がある 

・笑う、泣く、怒る等の中でも特定の感情

表現のみが主体であり、座席の配慮等他者

の配慮を大きく必要とする 

・拒否をする理由を確認し、拒否した理由を排

除できるように環境調整を行う 

・誘導や促しが上手くいった際、上手くいかな

かった際には、各々理由を援助者が検討し共有

する 

最重度 
①何事にも意欲が乏しく、身の回りの

事に介助を要す 

②喜怒哀楽の感情表出がほとんどな

い、または快・不快の反応のみである 

・活動や行動を自ら行う事はなく、介助の

際の協力動作も得られない場面が多い 

・笑う、泣く等の大きな表現のみ示す 

・排泄や食事など、本人の興味や感情のサイン

を探す(例：お腹を触ると排泄など)。 

・動作時等、本人の協力が必要であることを伝

え、協力動作を誘導する 



注意の評価ポイント 

① 必要な対象に注意を向けられるか 

② 集中が可能か 

③ 必要な時に切り替えられるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：認知関連行動アセスメントより引用 

同時に 

2つ以上の行動が可能 

同時に2つ以上の行動
を行っても明らかな成
績低下や所要時間の延
長がない 

良好 

①同時に2つ以上の行
動になると、若干の成
績低下や所要時間の延
長がある 

②もしくは過集中があ
り、元の作業や他の作
業に戻るのに促しが必
要 

軽度 

同時に 

2つ以上の行動不可 

①気が散りやすい 

②1つの行動を最後ま
で出来るが、途中から
ｴﾗｰや集中できない場
面が増える 

中等度 

①1つの行動に最後ま
で集中できない 

②常に集中するための
声掛けが必要 

重度 

必要な行動に注意が向
けられない 

最重度 



段階 詳細 具体的な行動例 訓練内容 

良好 
同時に 2つ以上の行動を行っても明

らかな成績低下や所要時間の延長が

ない 

・会話を行いながら着替えが出来る 

・歩きながらの会話ができる 

・ﾌﾟﾘﾝﾄを行いながら、時間を確認し予

定時間に合わせて行動出来る 

行動：屋外歩行にて、会話を行いながら目標物を探し歩

行する 

机上：ﾌﾟﾘﾝﾄを行いながら会話し、時計を見て決めた時

間に次の課題に移る 

軽度 
①2つ以上の行動になると、若干の成

績低下や所要時間の延長がある 

②もしくは過集中があり、元の作業

や他の作業に戻るのに促しが必要 

・着替えや歩行は出来るが、声をかけ

ると動作が一時停止する。 

・ﾌﾟﾘﾝﾄを行っている時に会話を行う

と、質問の返事が遅くなる。 

行動：屋内を歩きながら、しりとりをする、簡単な計算

を行う 

机上：ﾌﾟﾘﾝﾄを複数枚用意し、ﾀｲﾏｰが鳴った時に別の課

題に変える 

中等度 
①気が散りやすい 

②1つの行動を最後まで出来るが、途

中からｴﾗｰや集中できない場面が増

える 

・会話中にｷｮﾛｷｮﾛする事が多い 

・自力で食べるが、ﾃﾚﾋﾞが目に入った

り、話すと明らかに注意が逸れる 

・不用意な発言や転倒しないが突発的

な場面などが生活全体にみられる 

机上：間違い探し、記号と数字を対応させる課題、100

ﾏｽ計算等。 

運動：歩行訓練や、計数を行いながらの座位でのキャッ

チボール等。動作時には、動作に集中する事を伝えて練

習する。 

重度 
①1つの行動に最後まで集中できな

い 

②常に集中するための声掛けが必要 

・靴を十分に履かずに歩き始める等、

常に「よく見て」の声掛けが必要 

・一つの内容が終わらないうちに会話

内容が次々と飛び、会話内容が乏しい 

・手順を視覚的に呈示して練習 

例)車椅子↔ﾍﾞｯﾄﾞ間の移乗 

丸ｼｰﾙに番号を書き、乗り移る時に触る順番に沿って車

椅子等にｼｰﾙを貼る 

最重度 
必要な行動に注意が向けられない ・自分に対する声掛けや動作誘導に反

応できない、反応しても数秒で別の行

動に逸れてしまう 

＊環境調整優先 

現在行うべき行動を視覚的・聴覚的に常に呈示する。 

例）椅子からﾄｲﾚまでの歩行 

・座っている状態で『ﾄｲﾚに行きます』と書いた紙を呈

示。立つ動作を誘導しながら「立ちますよ」と頻繁に声

掛けし、立つことが出来たら「ﾄｲﾚに行きますよ」と声

掛けする。 



記憶の評価ポイント 

④ 日常生活上の記憶能力 

⑤ 予定の記憶能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：認知関連行動アセスメントより引用 

当日の出来事を 

思い出すことができる 

①2～3日前の出来事が
概ね正確に思い出せる。 

②予定や約束事を忘れ
る事は少なく、日常生
活で問題とならない。 

良好 

①当日中の出来事は概
ね正確に思い出せるが、
2～3日前の出来事にな
ると不確実になる。 

②予定や約束事をたま
に忘れ、失敗する。 

軽度 

当日の出来事を 

思い出すのが難しい 

①当日中の出来事を一
部正確に思い出せるが、
人・場所・時間などを
誤るなど細部が不確実。 

②予定や約束事を忘れ
る事が多い。 

中等度 

①当日中の出来事を思
いだす事がほとんどで
きない。 

②予定や約束事を覚え
る事が全くできず、常
に促しが必要。 

重度 

数時間前の出来事がほ
とんど思い出せない。
明らかに現実とは異な
る話や過去の思い出と
の混同が見られる。 

最重度 



記憶に対する具体例とアプローチ方法 

段階 詳細 具体的な行動例 訓練内容 

良好 
①2～3日前の出来事が概ね正確に思い出

せる。 

②予定や約束事を忘れる事は少なく、日常

生活で問題とならない。 

・一週間の自身で経験した出来事を概ね正確に

思い出し、他者に伝えられる 

・前回の受診結果や内服の変更等をノートやメ

モを見ながら確認し伝えられる 

(記憶に特化した訓練を行わなくても良いが)一週

間内に起きた社会的出来事や、来週の予定の確認な

ど、現在以外の記憶の情報を会話にて共有するよう

にする。 

軽度 
①当日中の出来事は概ね正確に思い出せ

るが、2～3日前の出来事になると不確実に

なる。 

②予定や約束事をたまに忘れ、失敗する。 

・その日内に起きた出来事やスタッフとのやり

取りは滑らかに説明し話をするが、前日より前

の話になると言い淀みや時系列が不完全な様

子がみられる 

・定期的な受診や施設利用は覚えているが、時

間変更や突発的な依頼には対応できずに失敗

する話が関係者から聞かれる 

行動：練習前に本人の持ち物をセラピストが預か

り、一緒に保管場所を相談し保管する。練習終了後

に本人から「返して下さい」と言ってもらう等 

机上：練習開始時に練習内のプログラム内容のメモ

を取ってもらい、タイマーや時計等を見ながらメモ

に沿った行動をとってもらう等を行い、メモを取り

確認する練習等を行う。 

中等度 
①当日中の出来事を一部正確に思い出せ

るが、人・場所・時間などを誤るなど細部

が不確実。 

②予定や約束事を忘れる事が多い。 

・大きなイベント「外出した」等は思い出す事

が出来るが、詳細が曖昧。 

・内服や外出予定等の大切な内容は、聞いた人

が第三者に事実確認をする必要がある 

手帳等を使用し、手帳を見れば予定が把握できるよ

う、『手帳を記載する⇒忘れた際はその手帳を見る』

練習等を行う。援助者は全ての情報がその手帳を見

れば分かるように集約する。 

重度 
①当日中の出来事を思いだす事がほとん

どできない。 

②予定や約束事を覚える事が全くできず、

常に促しが必要。 

・「お腹が空いていないからご飯は食べた」の

ような情報を基に判断をしており、時計と予定

を見合わせて行動する事や判断する事は難し

い又は、判断に時間を要す 

スケジュール管理の練習として、来所時に本日の予

定を記載。書字が難しい場合は丸付けで選択する等

を行う。スケジュールを実行後は消す等、次の予定

が出来るだけ把握できるように行う。 

最重度 
数時間前の出来事がほとんど思い出せな

い。明らかに現実とは異なる話や過去の思

い出との混同が見られる 

 

・同内容の発言が頻繁にみられ、発言内容は過

去のものが目立つ 

・自宅ではない事は理解しているが、今いる場

所がどのような施設で、何をする所かが把握さ

れていない 

出産の話や家族の話等の人生の中で印象的に残っ

ている事の会話訓練等を行う。 

行動では、立ち座りや歩行等、基本的動作が出来続

けるように練習を行う。 



判断の評価ポイント 

① 長期的な影響を考慮した判断ができるか 

② 問題解決ができるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：認知関連行動アセスメントより引用 

日常生活で問題が 

少ない 

数年後の長期的な予測
や社会関係(家族や周
囲との関係など)を考
慮した判断、問題解決
を行う事ができる 

良好 

ある程度近い将来を見
越した判断が可能だが、
自分中心、あるいは他
者依存傾向を認める 

軽度 

日常生活で 

問題がある 

しばしば場面依存的、
または近視眼的(目先
の利益を優先)な問題
解決を行う 

中等度 

しばしば即時の感情に
依存した問題解決を行
う 

重度 

しばしば物品依存的
(例：目の前に食べ物
があるから食べる等)
の問題解決を行う 

最重度 



段階 詳細 具体的な行動例 訓練内容 

良好 
数年後の長期的な予測や社会関係

(家族や周囲との関係など)を考慮し

た判断、問題解決を行う事ができる 

財産管理等を行った上で、自身の病状 

等を考慮し在宅生活を進めていくかな

どの話ができる。 

判断に特化した訓練等ではなく、社会的出来事の共有や

本人の意見を言える場面を多くもちながら関わる 

軽度 
ある程度近い将来を見越した判断が

可能だが、自分中心、あるいは他者

依存傾向を認める 

 

『娘が言ったから守る、夫に怒られる

からやらない』等の自分の状態を考え

てではなく、約束事としての判断を行

なう。又は他者の意見を聞かずに独断

的に判断する事がある 

本人と一緒に自身の状態を振り返るとともに、なぜ約束

事があるのかを共有できるようにしていく。 

現実的な問題に対する質疑応答練習(例：『通所に来た際

に家族と連絡を取りたくなったらどうするか？』に答え

てもらう)等。 

中等度 
しばしば場面依存的、または近視眼

的(目先の利益を優先)な問題解決を

行う 

 

自分で判断するというより、周りの状

況から「周囲が行っているから行う」

などの様子が見られる。 

転倒した経験がありながら、数歩先の

物を取りたくて立ち、取ろうとするな

どの場面がある 

本人と出来る事と出来ない事、誰かの助けを借りた方が

良い事を共有する。 

危険場面や周囲に不快な印象を与える行動が見られた

際は、なぜ危険であったかを共有後、どのようにすれば

良かったか(どのようにして欲しかったか)を本人と共

有する。 

重度 
しばしば即時の感情に依存した問題

解決を行う 

「～したい」と思った際に実際に行動

するが、他者の判断を聞くと受け入れ

ることができる(例：「帰りたい」と帰

り支度をするが、職員が施設利用中で

あることを伝えると納得する) 

環境調整を行い、危険等が予測されるような場面は作ら

ない。毎回でなくても危険行動などあった際には、本人

と何が危険なのかを共有する。 

例：食べたいと思って食べた時、その後どのような事が

考えられるかを一緒に考え、振り返る等 

最重度 
しばしば物品依存的(例：目の前に食

べ物があるから食べる等)の問題解

決を行う 

周囲の状況を考慮せず、歩きたいとき

に歩く等の自己都合で行動する。 

髪を整えたいのではなく、櫛が見えた

から整えるなどの思考を介さずに行動

する 

＊環境調整優位 

・杖を使えば歩けるのであれば、杖が見えるよう位置に

置いておく、本人の危険行動等に繋がる物は置かないよ

うに配慮する。 



病識の評価ポイント 

① 疾病・障害・能力の理解 

② 深刻制の理解や、残存能力の利用 

③ 環境適応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：認知関連行動アセスメントより引用 

残存能力の活用が 

みられる 

自己の病気、障害、能
力についてよく認識し
ており、残存能力を有
効に活用、環境の変化
にも自ら工夫して適応
している 

良好 

自己の病気、障害、能
力について概ね理解し、
深刻性の認識がある。 

ただし、病前にくらべ
て明らかに社会的活動
範囲が狭まり、残存能
力活用が十分でない 

軽度 

残存能力の活用が 

みられない 

自己の病気、障害、能
力について大まかに認
識しているが、深刻性
に乏しい。 

そのためよく整えられ
た環境に限り適応が可
能である 

中等度 

自己の病気、障害につ
いては大まかな認識に
とどまり、能力は認識
できない。 

そのためよく整えられ
た環境下にあっても周
囲の人の努力的働きか
けを必要とする 

重度 

自己の病気、障害、能
力について、全く認識
していない。 

残存能力の活用に乏し
く、周囲の人の全面的
援助がなければ環境に
適応できない 

最重度 



 

 

段階 詳細 具体的な行動例 訓練内容 

良好 
自己の病気、障害、能力についてよく認識

しており、残存能力を有効に活用、環境の

変化にも自ら工夫して適応している 

杖の使用、麻痺側や装具の管理、認 

知能力低下に対してのメモの使用、 

他者に尋ねる等が可能 

維持目的が主体。今出来ている事が出来続けるよう

に練習する 

軽度 
自己の病気、障害、能力について概ね理解

し、深刻性の認識がある。 

ただし、病前にくらべて明らかに社会的活

動範囲が狭まり、残存能力活用が十分でな

い 

病気の経過や現在困っている事等に

対して述べられるが、どのように工

夫したら良いかまでは述べられずに

「出来ない/困っている」でとどまっ

ている状態。 

本人が行いたいと思う内容に対して、どのように工

夫するかを一緒に検討していく。 

例：コンビニの会計は出来るが、スーパーは速くて

出来ない⇒電子マネーでの清算を提案し練習する等 

中等度 
自己の病気、障害、能力について大まかに

認識しているが、深刻性に乏しい。 

そのためよく整えられた環境に限り適応

が可能である 

病気の経過や麻痺等で手が動かない

等の事は述べられるが、麻痺側を気

遣う等の配慮はなく、全般的に「何

とかなる」と楽観的に思っている 

日常生活で気を付けなければいけない事や、(麻痺側

等の)管理が不十分な事で予測される怪我や不具合

を共有していく。また、歩行時は対向者への配慮が

ない道を歩くなどの工夫を伝達していく。 

重度 
自己の病気、障害については大まかな認識

にとどまり、能力は認識できない。 

そのためよく整えられた環境下でも、周囲

の人の努力的働きかけを必要とする 

病気をしたことや、日常生活に支障

がある事は何となく理解している

が、病名を他者に伝える事やその時

期、どのような支障があるか等の具

体的な事は述べられない 

拒否等に繋がらないように注意しながら病気の経過

や日常生活で支障があることなどを大まかに伝えて

いく。常に声掛けや見守り等を行い、怪我や他者と

のトラブルにならないように環境を調整していく。 

最重度 
自己の病気、障害、能力について、全く認

識していない。 

残存能力の活用に乏しく、周囲の人の全面

的援助がなければ環境に適応できない 

病気や日常生活での支障に対しての

理解は全くなく、伝えると強く否定

する。もしくはどこか他人事のよう

な反応をする 

本人の意見を否定せず、やんわりと事実を伝えなが

ら、危険場面に繋がらないように環境調整をしてい

く。家族や介入者に対して、本人が苦手なことや、

時として問題がある行動が出た際には、生じるきっ

かけ等を探し、共有していく。 


